
紹
　
介

山
口
弥
一
郎
著
、
石
井
正
己
・
川
島
秀
一
編

『
津
　
浪
　
と
　
村
』

　
二
〇
一
一
年
、
山
口
弥
一
郎
『
津
浪
と
村
』
が

復
刊
さ
れ
た
。
発
刊
か
ら
七
〇
年
を
経
て
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
の
甚
大
な
被
害
と
復
興
の
困
難

に
触
れ
る
度
に
、
一
九
四
三
年
に
恒
春
閣
書
房
よ

り
発
刊
さ
れ
た
本
書
が
指
摘
し
た
「
日
常
生
活
」

の
重
み
を
思
い
知
る
。
復
刊
に
あ
た
っ
た
編
者
の

石
井
正
己
に
よ
る
「
適
地
の
選
定
・
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
な
ど
の
前
に
、
経
済
的
基
盤
を
確
保
し
、
民

俗
的
感
情
を
理
解
し
な
け
れ
ば
失
敗
す
る
こ
と
は
、

山
廊
の
研
究
が
証
明
し
て
い
る
（
本
書
五
頁
）
」

と
の
指
摘
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
に

身
を
置
い
て
き
た
評
者
も
大
い
に
共
感
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
山
口
が
師
事
し
た
柳
田
国
男
に
よ
る

「
津
浪
と
村
や
家
の
再
興
の
問
題
は
君
の
領
分
で

あ
る
か
ら
、
手
離
さ
ず
に
や
っ
て
、
心
安
く
読
め

る
よ
う
な
本
に
で
も
ま
と
め
て
み
よ
（
｝
三
頁
）
扁

と
の
言
葉
を
受
け
て
書
か
れ
た
。
昭
和
三
陸
地
震

（～

緕
O
三
年
）
の
二
年
後
か
ら
三
陸
の
津
波
被

災
地
調
査
を
開
始
し
、
聞
き
書
き
と
集
落
移
動
の

記
録
を
続
け
た
山
ロ
の
研
究
動
機
は
、
「
移
転
し

て
完
全
に
災
害
を
免
れ
た
と
言
う
明
る
い
話
（
五

〇
頁
ご
を
探
し
求
め
、
「
次
の
津
浪
で
一
人
で
も

多
く
の
生
命
を
救
（
一
四
頁
）
」
う
こ
と
に
あ
っ

た
。　

『
津
浪
と
村
臨
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
篇
「
津
浪
と
村
の
調
査
記
録
」
は
、
三
陸
の

島
々
を
訪
ね
歩
い
た
取
材
記
録
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。
訪
れ
た
集
落
の
地
誌
や
郷
土
史
的
な
記

述
に
、
聞
き
取
り
に
よ
る
津
波
災
害
の
体
験
談
を

加
え
、
復
興
や
防
災
の
個
別
事
例
を
丁
寧
に
紹
介

す
る
。
高
台
移
転
を
果
た
し
た
集
落
の
見
取
り
図

も
複
数
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
以
後
、

多
く
の
研
究
者
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
参
照
さ
れ
て
い

る
。
第
二
篇
「
三
々
の
復
興
」
は
、
第
～
篇
で
示

さ
れ
た
事
例
を
元
に
津
波
後
の
集
落
移
動
を
整
理

し
、
生
業
や
地
形
的
な
分
類
か
ら
集
落
移
動
を
類

型
化
し
た
地
理
学
的
考
察
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
山
口
が
師
事
し
た
地
理
学
者
田
中
舘
秀
三

と
の
共
同
研
究
の
成
果
と
さ
れ
る
。
第
三
篇
「
家

の
再
興
」
は
、
家
系
の
復
興
や
生
業
の
再
開
が
居

住
地
移
動
や
原
地
復
帰
と
深
く
関
連
し
て
い
る
点

に
つ
い
て
詳
論
し
て
い
る
。
津
波
に
よ
っ
て
家
族

が
全
員
亡
く
な
っ
た
後
に
、
遠
縁
の
者
や
隣
村
の

若
者
を
相
続
者
と
し
て
家
督
を
引
き
継
が
せ
、
家

を
復
興
さ
せ
る
事
例
が
興
味
深
い
。
な
お
復
刊
版

に
は
、
一
九
六
〇
年
の
チ
リ
地
震
の
際
に
新
聞
に

寄
稿
し
津
波
防
災
を
喚
起
し
た
「
津
波
で
移
る
村

の
話
」
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
山
口
弥
一
郎
を
評
す
際
、
し
ば
し
ば
「
地
理
学

と
民
俗
学
の
狭
間
に
生
き
た
」
（
本
書
帯
）
等
の

解
説
が
な
さ
れ
る
。
「
山
口
弥
～
郎
の
地
理
学
」

（一

ｴ
論
叢
、
＝
四
巻
三
号
、
一
九
九
五
年
）

に
お
い
て
竹
内
啓
一
は
、
～
度
高
台
に
移
転
し
た

三
陸
の
津
波
被
災
者
が
原
住
地
に
「
な
ぜ
戻
っ
て

き
て
し
ま
う
か
は
、
地
理
学
で
は
も
は
や
解
け
な

い
」
と
の
山
口
の
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
。
山
口

は
、
聞
き
書
き
な
ど
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
「
郷
土

意
識
」
に
そ
の
問
題
を
解
く
鍵
が
あ
る
と
考
え
て

い
た
。
本
書
か
ら
山
口
が
着
目
し
た
「
郷
土
意

識
」
の
全
体
像
を
捕
捉
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
が
、
原
住
地
で
の
屋
敷
神
や
氏
神
の
祭
祀
、
住

み
慣
れ
た
土
地
へ
の
愛
着
、
漁
業
を
中
心
と
し
た

生
業
の
復
興
な
ど
を
包
括
し
た
視
点
で
あ
る
こ
と

が
窺
え
る
。
数
十
年
に
一
度
襲
来
す
る
津
波
の
恐

怖
と
、
日
常
生
活
の
積
み
重
ね
の
間
に
厳
し
い
葛

藤
が
あ
り
、
そ
の
均
衡
点
を
左
右
す
る
要
因
と
し

て
民
俗
や
生
業
に
着
目
す
る
山
口
の
問
題
意
識
は
、

今
な
お
髄
室
せ
る
こ
と
は
な
い
。
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高
台
移
転
の
阻
害
要
因
や
原
地
復
帰
の
契
機
を

指
摘
し
、
「
な
ぜ
戻
っ
て
き
て
し
ま
う
の
か
し
と

警
鐘
を
鳴
ら
す
本
書
の
意
義
は
、
人
は
ど
こ
で
ど

の
よ
う
に
生
き
、
ど
の
よ
う
に
命
を
守
る
べ
き
な

の
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、
生
活
者
の
視
点
か

ら
問
い
続
け
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
居
住
空
間
と
社

会
や
文
化
の
関
わ
り
に
関
心
を
寄
せ
る
地
理
学
に

お
い
て
も
、
今
改
め
て
山
口
の
問
題
意
識
を
真
摯

に
受
け
止
め
た
い
。

　
　
　
（
B
5
判
　
二
五
七
頁
　
二
〇
一
一
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
三
弥
井
書
店
　
税
別
一
八
○
○
円
）

　
　
　
　
（
相
澤
亮
太
郎
　
甲
南
女
子
大
学
人
間
科
学
部
講
師
）

会
　
　
告

　
二
〇
一
二
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
ど
お
り
一
一
月
二
日
（
金
）

午
後
一
時
よ
り
京
都
大
学
文
学
部
第
三
講
義

室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
、
炎
馬
進
、
春
田
晴
郎
の
両

氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会
裡

に
終
わ
り
ま
し
た
。

東
ア
ジ
ア
交
流
史
上
に
お
け
る

朝
鮮
洪
大
容
の
北
京
旅
行
と
そ
の
後

夫
馬
　
　
進
氏

パ
ル
テ
ィ
ア
史
研
究
か
ら
分
か
る
こ
と

春
田
　
晴
郎
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
定
例
の
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
、

二
〇
～
二
年
度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

東
ア
ジ
ア
交
流
史
上
に
お
け
る

朝
鮮
洪
大
容
の
北
京
旅
行
と
そ
の
後

夫
　
　
馬

進

　
洪
大
容
（
一
七
三
一
年
か
ら
一
七
八
三
年
）
は
、

韓
国
で
は
実
学
思
想
家
と
し
て
誰
も
が
知
っ
て
い

る
ほ
ど
有
名
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
お
そ

ら
く
、
洪
大
容
と
い
う
名
前
も
彼
の
北
京
旅
行
記

で
あ
る
『
乾
浄
筆
課
晦
も
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
乾
浄
筆
謳
』
に
描

か
れ
る
三
人
の
中
国
知
識
人
と
の
交
流
は
、
お
そ

ら
く
東
ア
ジ
ア
交
流
史
と
い
う
大
枠
で
見
て
み
て

も
空
前
絶
後
な
ま
で
に
親
密
な
も
の
で
あ
っ
た
と

言
っ
て
よ
い
し
、
彼
の
思
想
も
ま
た
、
実
学
思
想

と
い
う
韓
国
独
自
の
枠
組
み
で
は
捉
え
き
れ
な
い

ほ
ど
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
も
彼
の
旅

行
記
と
思
想
と
は
、
も
っ
と
知
ら
れ
て
し
か
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
思
想
を
従
来
の
よ
う
な

実
学
思
想
と
い
う
枠
組
み
に
押
し
込
め
て
は
な
ら

な
い
。

　
洪
大
容
と
い
う
人
物
と
そ
の
思
想
を
理
解
す
る
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